
 

令和３年仕事納め式訓示(本庁) 

 

           令和３年１２月３０日 

皆さんおはようございます！ 

 今年も、今日明日を残すばかりとなったところでございま

す。 今日は「仕事納め」でありますが、皆さんに、心から

の御礼を申し上げたいと思います。 

 本来であれば、地方創生等々、礼文町にとって様々な魅力

を発信していただく機会を用意していたところであります

が、今年も新型コロナ感染症対策に忙しい一年になってしま

いました。 宗谷管内でも昨年からの新型コロナウイルス感

染症の新規感染者が２４０人を超える中で、本町では、皆さ

んのご尽力によって、最後まで新規感染者の発生を抑えてき

ましたが、残念ながら、今年の９月になって３名の感染者が

確認されました。 しかし、迅速的確な対処により、それ以

上の感染拡大を防ぐことができたところでございます。  

職員の皆さんに心から感謝したいと思います。 



また、全国的には異常ともいえる気象の中で、礼文町でも

３０℃を超え、最高気温を更新した熱い夏でありましたし、

また、師走に入っても温かい日が続く、穏やかな年であった

わけでありますが、１１月には突風による被害が出るなど自

然災害にも襲われた年であったと思います。 

そんな中で、職員の皆さんには、一年間、しっかりと町民

皆さんのためにご尽力いただいたことに、心から、感謝、感

謝、感謝 であります。 

特に、役場庁舎は昭和 63 年に建設され、今日まで実に 33

年になりますが、町民皆さんの生活を見守り続けてまいりま

した。 しかし、これまでも壁のタイルが剥がれ落ちたり、

ぶっつけ雨で事務室の壁や天井が雨漏りしたり、窓が錆びて

開かなかったりと多くの問題を抱えてきました。 

職員の皆さんにも、我慢を強いてきたことと思いますが、

ようやく今年の 5 月から、1 億 8,600 万円を超える費用をか

けて、外壁や窓枠、玄関の改良等の改修を行って、12 月に

完成したところであります。 これまでの茶色い壁から、白

い壁へとイメージを一新する形で改良を加えてきました。  



この白色の外壁が、町民の皆さんからも好評をいただいて

いるところであり、私も、皆さんと一緒になって、真に、「町

民の皆さんの役に立つところ」として、これからも愛される

役場をめざしていきたいと考えているところでございます。 

しかしながら、今年は、職員の中途退職や不慮の事故等に

よって職員数が不足しておりまして、皆さんにも大変厳しい

中で仕事を行っていただいているわけであります。 

このため、多くの職員の皆さんにも、兼務発令やらそれぞ

れの仕事での負担が増えていることも確かだと思います。  

 

でも、誰かが何かの仕事で負担を負えば、いろいろな形で

ほかの職員が、それをカバーしなければなりません。  

私は、こうしたピンチのときだからこそ、持てる力を発揮

しなければならない、私たちは、今、そんな機会をいただい

ているのだろうと思っています。 まさしく、「オール礼文

町役場」で、町民皆さんのために汗をかいていただいてきた

ところでありますが、これから、もうしばらくはそういった

状況が続くものと思っています。  



加えて今年は、長く携わっていただいてきた武田副町長か

ら今野新副町長に変わりました。  さらに岩城教育長から

竹中新教育長に変わり、礼文町も、若い、新しい体制へと大

きく変わりました。  

ですから、私は、今、本当に厳しいけれども、これが「次

代につなげる新たなステージづくり」なんだと強く感じてい

るところでございます。  

来年の春には、新しい職員がはいってまいります。 若い

力が躍動する、そんなステージをどんどんつくり出していき

たいと思っています。 

礼文町役場が変わっていく、まさに、今が、その時なのだ

と考えています。 仕事納めにあたり、あらためて、心から

職員皆さんのご理解ご協力をお願い申し上げます。 

 

結びになりますが、明日から６日間の年末年始のお休みに

なります。 この年末年始をしっかり休んで、十分に英気を

養っていただいて、来る新しい年に、また、皆さんと一緒に、

町民の皆さんのために頑張りたいと思っています。 



皆さんおひとりお一人の頑張りに、心から感謝を申し上げ、

仕事納めのあいさつといたします。 ありがとう、そして、

来年もよろしくお願いいたします。  

 


